
2025 年 日本感性工学会各賞表彰 

日本感性工学会各賞表彰式が、令和 7 年 9 月 17 日（水）17：30-18：00 第 27 回日本感性工学会大会中、 

タワーホール船堀で開催されました。 

 

 

著作賞 

感性工学に関連した広い意味での著作に対して授与する。推薦を行う者は本学会会員に限る。被推薦著作物

は本学会の会員が主体となって著作したものに限る。本賞が対象とする著作物とはたとえば以下のようなもので

ある。出版物(言語の著作物，紙の本だけにかぎらない)、舞踊、美術、建築、図形、模型などの著作物、ビデオ

ソフト、ゲームソフト、コマーシャルフィルム、映画のなどの著作物。プログラム(コンピュータソフトウェア)、データ

ベースなどの著作物。広くデジタルコンテンツ。二次的著作物も対象である。 

 

著作賞（1 件） 

 

ミルビジュ® 

設楽 稔那子*，杉山 東子*，石田 浩彦*，熊本 匡純**，河島 三幸*，土谷 洋子*（*花王株式会社感覚科

学研究所,**花王株式会社ヒューマンヘルスケア研究所） 

著作物の種類：コンピュータソフトウェア 

 

著作奨励賞（2 件） 

 

人気絵師の作品から学ぶ 配色で生み出す物語 (玄光社) 

稲葉 隆（著） 

著作物の種類：紙書籍 

 

AR Installation “WADAI ART WALK!” 

大杖裕喜 (筑波大学) 

著作物の種類：デジタルコンテンツ 

以上 

日本感性工学会 著作賞選考委員会 

委員長：布川博士（岩手県立大学） 

委  員：大谷 毅 （信州大学） 

高山純人（宮城大学） 

 

論文賞・技術研究賞・事例研究賞・International Collaboration 

Award 

(1) 論文賞 原則として前年１月より 12 月までの「International Journal of Affective Engineering」または「日本感
性工学会論文誌」に所載の Original Articles の中で、創意があり学術的に高い価値を有すると認められた
もの。 

(2) 技術研究賞 原則として前年１月より 12 月までの「International Journal of Affective Engineering」または「日
本感性工学会論文誌」に所載の Original Articles の中で、創意があり技術的に高い価値を有すると認めら



れたもの。 
(3) 事例研究賞 原則として前年１月より 12 月までの「International Journal of Affective Engineering」または「日

本感性工学会論文誌」に所載の Original Articles の中で、創意があり事例研究として高い価値を有すると
認められたもの。 

(4) International Collaboration Award JSKE および IJAE の国際化に貢献する点で評価の高い論文を表彰す
る。著者に JSKE 会員を含む国際共著論文。共著者の所属が複数国にわたること。 

 
論文賞（該当なし） 
 
技術研究賞（1 件） 
 
A System to Evaluate Proactive Learning Attitudes through Concentration Based on Biometric Data 
Hiroki HORIUCHI 1, 2，Hisaya TANAKA 1 
1 Graduate School of Kogakuin University, 2 Kanagawa Prefectural Yokohama Shuyukan High School 
International Journal of Affective Engineering 
2024 Vol. 23(3) pp. 269-280 
https://doi.org/10.5057/ijae.IJAE-D-23-00032 
 
事例研究賞（2 件） 
 

近年の都市公園事業を対象とした印象評価尺度の作成 

̶ 都市公園の標準的印象評価法の確立を目指して̶ 

工藤若菜 1， 久徳康史 2， 新岡陽光 3， 原田芳樹 1，4 

1 中央大学大学院‚ 2 中央大学研究開発機構‚ 3 人間環境大学‚ 4 中央大学 

日本感性工学会論文誌 2024 年 23 巻 2 号 pp. 77-85 

https://doi.org/10.5057/jjske.TJSKE-D-23-00034 

 

Multi-layered and Multidimensional Structure of Evaluative, Affective, and Psychophysical Impressions While 

Viewing Hug Scenes 

Yumeka OGURA, Shogo OKAMOTO，Yuki KOSUGE 

Tokyo Metropolitan University 

International Journal of Affective Engineering 
2024 Vol. 23(3) pp. 223-231 
https://doi.org/10.5057/ijae.IJAE-D-23-00015 
 
International Collaboration Award （1 件） 
 
Kansei for the Digital Era 
Simon SCHÜTTE 1, Anitawati Mohd LOKMAN 2, Lluis MARCO-ALMAGRO 3, 
Shigekazu ISHIHARA 4, Hideyoshi YANAGISAWA 5, Toshimasa YAMANAKA 6, 
Nuno VALVERDE 7 
1 Linköping University, 2 Universiti Teknologi MARA (UiTM), 3 Universitat Politecnica de Catalunya,  
4 Hiroshima International University, 5 The University of Tokyo, 6 University of Tsukuba 
International Journal of Affective Engineering 
2024 Vol. 23(1) pp. 1-18 
https://doi.org/10.5057/ijae.IJAE-D-23-00003 
 

以上  

日本感性工学会各賞（論文賞、技術研究賞、事例研究賞）検討委員会 

委員長： 高寺政行（信州大学） 

委 員： 荻野晃大（京都産業大学） 

張 珏 （工学院大学） 



長谷川良平（産業技術総合研究所） 

伴 浩美（長岡大学） 

福本 誠（福岡工業大学） 

藤森裕美（東京農業大学） 

村松慶一（早稲田大学） 

柳澤秀吉（東京大学） 

 

かわいい感性デザイン賞 

 “かわいい”という感性価値はファッション等をはじめとしたマーケティング効果にも影響を及ぼし、その範囲は

拡大する傾向にある。このような社会的背景に応えるために、優れたかわいいプロダクトを表彰して世に知らしめ

ることは、感性工学研究の裾野の広さの実証と涵養を高めるためにも必要なことと思われる。 

このような背景のもとに、日本感性工学会は、その社会的役割の一環として、「かわいい感性デザイン賞」を創設

した。 

 

最優秀賞（1 件） 

 

Moflin(モフリン) 

カシオ計算機株式会社 

 

優秀賞（1 件） 

 

Mugyu 

坂本紅都（慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科 高汐研究室） 

 

企画賞（1 件） 

 

新感覚！ほそ～い紙の工作 紙端材工作キットの商品化についての研究 

芝浦工業大学 デザイン工学部 橋田研究室 

 

奨励賞（1 件） 

 

Co-Owl（コール） 

島田豪太郎（東京大学大学院 工学系研究科 機械工学専攻 ベンチャー研究室） 

 

以上 

かわいい感性デザイン賞審査委員会 

委員長：大倉典子（中央大学） 

委 員：大谷 毅 （信州大学） 

柏﨑尚也（東京電機大学） 

川中美津子（相愛大学） 

庄司裕子（中央大学） 

乘立雄輝（東京大学） 

 

  



感謝状 

高寺政行（信州大学） 

宝珍輝尚（京都工芸繊維大学*） *：現 追手門学院大学 

 

優秀発表賞 
優秀発表賞は大会での発表の中から優秀な発表を行った若手会員を奨励するものである。 
 

第 26 回日本感性工学会大会（8 件） 
2024 年 9 月 12 日（木）～14 日（土）、タワーホール船堀にて開催された第 26 回日本感性工学会大会の優秀発

表賞は、予稿原稿による事前審査、および、口頭発表による当日審査の結果に従って、10 月 15 日の優秀発表

賞選考委員会において慎重に協議した結果、下記の 8 件に決定した。 
 

竹谷 千晶（花王株式会社） 

性格と関連する体臭成分の同定 

 

家田 祐凪（慶應義塾大学） 

曲率を用いた三次元形状における「秩序」の指標の提案と「美的好み」の定量化への応用 

 

大杉 昂平（慶應義塾大学） 

形状と音列の「複雑さ」における感覚間協応の美的好みへの影響 

 

田口 冴恵（株式会社コーセー） 

対人印象に着目した効果的なシミケアの提案 ～シミ部位と対人印象の関係性研究～ 

 

設楽 稔那子（花王株式会社） 

動的多表情表示技術による自己顔や自己受容度の変化 

 

小野 大輝（宇都宮大学） 

大谷石の石材種別の色合いに関する基礎的検討 

 

杉本 直也（宇都宮大学） 

大谷石の石材種別のミソの判断に関する研究 

 

Costa da Silva Vithor Hugo（筑波大学） 

代替への恐怖と社会支援ロボットの外観 

以上 

第 26 回日本感性工学会大会優秀発表賞選考委員会 

委員長：石川智治（宇都宮大学） 

委員：高寺政行（信州大学）、上條正義（信州大学）、張珏（工学院大学）、柳澤秀吉（東京大学） 

審査委員(所属略)： 

荻野晃大、吉岡聖美、村松慶一、金炅屋、福本誠、庄司裕子、高寺政行、木下雄一朗、張珏、大倉典子、石川

智治、柳田佳子、堀場洋輔、田村良一、中村一美、秋田直繁、坂本牧葉、佐々木和也、荒川尚美、古川貴雄、

加藤健郎、井ノ上寛人、柳澤秀吉、浜田百合、川中美津子、宝珍輝尚、菅原徹、上條正義、鈴木雅洋、 

小山慎一、入澤裕介、竹村和久、高橋由樹、加藤昇平、姜南圭、梁元碩、大谷毅、近藤孝、岡本正吾 

 



第 20 回日本感性工学会春季大会（13 件）  
2025 年 3 月 5 日（水）～7 日（金）、京都工芸繊維大学にて開催された第 20 回日本感性工学会春季大会の優

秀発表賞は、予稿原稿による事前審査、および、口頭発表による当日審査の結果に従って、4 月 3 日の優秀発

表賞選考委員会において慎重に協議した結果、下記の 13 件に決定した。 

 

蒲池 桃花（福岡大学） 

香りの嗜好性に対する気分や状況の因果関係 

 

北河 茜（株式会社島津製作所） 

マルチデバイス生体計測システムを用いたパッケージ開封評価の検討 

 

松浦 希歩（信州大学） 

ワクワク感の計測と誘導方法に関する研究 

 

長野 航大（山梨大学） 

レビューサイト上の画像群に基づく観光名所の感性情報抽出手法の提案 

 

平林 和恵（株式会社資生堂） 

Chemical Clues to Happiness – Identifying Skin Emissions – 

 

野間 朝子（中央大学） 

デザイン評価の過程で熟達段階の違いが脳活動と視線移動に及ぼす影響の時系列解析 

－アナログ半導体回路図面における調査－ 

 

芝野 凜（東京大学） 

人型ロボットの外観における親和感の数理モデル化－不気味の谷のベイズモデル－ 

 

野本 凜乃（名城大学） 

多層クラッド鋼のダマスカス模様に対する感性品質の日タイ比較 

 

本多 詩聞（東京大学） 

人型ロボットの外見と動作における不気味の谷の数理モデル－観測の不確かさが親和感の低下を抑制する－ 

 

牛尾 貴志（博報堂ＤＹ ホールディングス） 

自由エネルギー原理を用いた動画広告の視聴者感情モデリング 

 

諸橋 利奈（慶應義塾大学） 

アバタロボットを用いた座位姿勢改善システムの疲労低減効果の検証 

 

加藤 拓巳（明治大学） 

都市の生活音に対するサイレントマジョリティの印象の可視化 

－鐘の音と子どもの声が公園の魅力に与える影響－ 

 

中村 もも花（信州大学） 

ベースメークアップ化粧品を塗布したバイオスキンプレートにおける艶感の光学的要因 

以上    

第 20 回日本感性工学会春季大会優秀発表賞選考委員会 

委員長：石川智治（宇都宮大学） 

委員：寶珍輝尚（京都工芸繊維大学）、上條正義（信州大学）、張珏（工学院大学）、柳澤秀吉（東京大学）、荻

野晃大（京都産業大学） 



 

審査委員(所属略)：荒川尚美、石川智治、稲垣照美、大森宏、長篤志、加藤健郎、上條正義、川澄未来子、坂

本隆、庄司裕子、鈴木育男、西村英伍、西村治彦、野澤昭雄、長谷川良平、福田収一、古川貴雄、柳澤秀吉、

吉岡聖美、井ノ上寛人、奥田紫乃、岡嶋克典、岡本正吾、荻野晃大、加藤昇平、加藤拓巳、柿山浩一郎、岩下

志乃、吉田宏昭、宮武恵子、橋田規子、金炅屋、高寺政行、佐々木和也、柴田滝也、秋田直繁、小山慎一、松

居辰則、菅原徹、菅谷みどり、石橋賢、川中美津子、村松慶一、大倉典子、竹村和久、中村一美、猪本修、張

珏、長田典子、南雲健人、入澤裕介、浜田百合、布川博士、福本誠、寶珍輝尚、堀場洋輔、堀田裕弘、木下雄

一朗、柳田佳子、鈴木雅洋、姜南圭、櫻井将人 

 

 
※優秀発表賞は，予稿の書き方や研究の目的設定や，発表の方法や質疑等が優れており，また研究の今後の進展に期待できる若手研究者を顕

彰するものである．したがって，本賞は発表内容の正しさを必ずしも保証しているのではない． 

 

受賞対象は学会会員  
 


